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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」
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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」

まちづくり構想

まちづくりを進める上で共有し
ていく、尼崎らしいまちづくり
のビジョン （展望）

まちづくり基本計画

今後のまちづくりの取組方針等
を示す最上位の行政計画

（計画期間：5年）

【社会潮流】

・人口減少・コミュニティ・脱炭素・

デジタル・産業・災害・コロナなど

【本市の状況】

・ファミリー・市のイメージ・利便性など

【ありたいまちと基本的視点】

・めざすまちの姿・まちづくりの進め方

【主要取組項目】

・優先的・集中的に取り組む項目

【施策別取組】

・13の施策別の取組の方向性

【行政運営】

・協働・組織・行財政の計画

（計画期間：10年）
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総合計画審議会において点検
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基本計画策定

後期まちづくり基本計画策定に向けたスケジュール
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開催予定
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総合計画審議会の構成（各部会の役割）
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総会

専門部会 有識部会 市民部会
【委員】

・大学教員等、各分野の専門家で構成

【検討内容】

・構想・基本計画の点検

・評価手法の検討、指標の設定

・施策分野ごとの内容確認・検討など、

行政や政策に関する専門性を要する

内容を中心に検討いただく。

市民・有識部会として

一体的に運用も

【委員】

・産官学金労言の代表者で構成

【検討内容】

・各分野の立場から意見をいただく

・専門部会とは異なり、それぞれの

立場から知見を提供いただき、

意見をお聞きする。

【委員】

・公募で選ばれた市民で構成

【検討内容】

・市民の立場からまちで暮らす実感

やどんなまちにしていきたいか、

といった市民感覚等を中心に意見

をお聞きする。

総会【全委員】

・全体の進行管理

・部会の議論のまとめ、共有
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進め方

• これまで複数回にわたり開催した「専門部会」「市民・有識部会」でいただいたご意見を基に、
前期計画策定以降の、近年の社会の動向、新たな課題やトピック、後期計画に盛り込むべき論
点などについて、「第6次総合計画点検報告書【本編】と【概要版】」をとりまとめました。

• この点検報告書の記載内容を参考にしながら、来年度、策定作業を行う予定です。
• 【概要版】は、各ページの点検結果のポイントを簡潔にまとめたものです。
• 【本編】は、審議会でのコメントをもとに、内容や背景を詳細にまとめたものです。

【本日お願いしたいこと】
• 各パートの冒頭で、点検報告書のご自身の専門・関心のある分野の内容を確認いただきます
• 点検報告書（案）のさらなるブラッシュアップを行うため、

• 点検報告書（案）の全体の構成や記載内容・表現
• これまでの議論を踏まえ、点検報告書（案）に不足している視点や抜け・漏れ など
についてご意見やコメントをいただければ幸いです。



点検報告書【本編】の構成（見方）

＜審議会意見＞

各施策分野の専門的な知見や、

市民や有識者による日々の生活

や活動を通じた実感の視点から、

現計画策定以降の社会の動きや

社会課題、後期計画に盛り込む

べき論点などについての意見や

コメントを記載。

「＊」…用語解説や補足説明

「＃」…関連するキーワード

＜市が考える課題等＞

市が考える現計画に必要なアッ

プデートや近年の社会動向、尼

崎市の取組や課題、今後の方向

性などについて記載。

＜左側ページ＞現計画の記載内容 ＜右側ページ＞点検結果



点検報告書【概要版】の構成（見方）

＜点検結果のポイント＞

点検報告書【本編】の＜審議会

意見＞と＜市が考える課題等＞

の記載内容をまとめて簡潔に表

現したもの。

「＃」…関連するキーワード

＜左側ページ＞現計画の記載内容 ＜右側ページ＞点検結果
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タイムテーブル

① 本日の趣旨説明・・・・・・・・・・・・・・18:30〜18:40

② 点検報告書「社会潮流〜主要取組項目」・・・18:40〜19:00

③ 点検報告書「施策１〜８」・・・・・・・・・19:00〜19:40

④ 点検報告書「施策９〜行政運営１〜３」・・・19:40〜20:10

⑤ 点検報告書「施策体系〜市の総括」・・・・・20:10〜20:25

⑥ 全体の振り返り・・・・・・・・・・・・・・20:25〜20:30



①点検報告書「社会潮流〜主要取組項目」
（点検報告書本編 P.４ ~ P.８）
（総合計画 P.12~P.43）
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点検報告書【概要版】（案）
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尼崎市総合計画審議会
第２回総会
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はじめに

• 第6次総合計画は、令和5年度から10年間を計画期間とする「まちづくり構想」と、

その10年間を前期と後期の5年ごとに分けた「まちづくり基本計画」で構成され

ている。

• 前期まちづくり基本計画は、令和9年度に計画年限を迎えるため、令和8年度中に、

後期まちづくり基本計画の策定作業を進め、総合計画審議会の答申および市議会

の議決を経て、令和9年6月を目途に、策定予定である。

• そうしたなか、後期計画の策定に向けて、前期計画策定以降の、近年の社会の動

向、新たな課題やトピック、計画の記載内容に必要なアップデートについて、総

合計画審議会において複数回にわたり点検作業を行ってきた。

• 本点検報告書は、審議会での議論を踏まえ、後期計画に反映すべきポイントを点

検結果として取りまとめたものである。



社会潮流・本市の状況

＜点検結果のポイント＞

 生成AIをはじめとするデジタル化の進展とその影響

 情報リテラシーの向上とデジタルシチズンシップ教育の重要性

 多文化共生の社会づくり・対話や交流の機会の重要性

 多様化するコミュニティのあり方

 人口減少や地域人材の不足とにぎわいづくり

 労働力不足と生産性向上への対応 など

＃関係人口＃多文化共生＃ファクトチェック＃デジタルディバイド＃サードプレイス＃対話や交流の場＃地域参画

＃業務効率化＃多様な働き方＃単身世帯の転入超過＃ポストコロナ＃災害対応

点検報告書本編Ｐ.４～５



＜点検結果のポイント＞

 「ありたいまち」は今後も普遍的に追い続ける目標

 自治のまちづくりの重要性と評価

 コミュニティの変化や当事者意識の醸成

 地縁型・テーマ型コミュニティの連携と理解促進のきっかけ

 SNSの極端な情報による社会の分断の助長と対話の重要性

＃コミュニティの多様化＃フェイクニュース＃ファクトチェック＃SNS疲れ＃対話や交流の場＃多様性＃地域参画

ありたいまち・まちづくりの進め方 点検報告書本編Ｐ.６



PDCAサイクル～総合指標

＜点検結果のポイント＞

 ロジックモデル構築により施策効果の因果関係を可視化 

 ３つの総合指標「ファミリー世帯の転出超過数」「市民参画指

数」「住んで良かった」における課題と改善の必要性

 ファミリー世帯の転出要因の分析

 現状分析と強み・弱みの見える化に向けた地域幸福度（Well-

Being）指標の導入検討 など

＃EBPM（証拠に基づく政策立案）＃ロジックモデル＃地域幸福度（Well-Being）指標＃ファミリー世帯の転出超過

＃市民参画指数＃住んで良かった

点検報告書本編Ｐ.７



主要取組項目

＜点検結果のポイント＞

 脱炭素と経済活性を両立し、社会的価値を創出する地域経済へ

 GXの視点を取り入れ、環境・経済・社会の好循環を目指す

 分野横断的な連携強化で複雑化する課題に対応

 主要取組項目による成果や進捗の評価方法の課題

＃施策間連携の仕組み＃施策間連携サミット＃施策間連携ガイドブック

点検報告書本編Ｐ.８



②点検報告書「施策１〜施策８」
（点検報告書本編 P.９~ P.16）
（総合計画 P.46~P.61）
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＜点検結果のポイント＞

 地域コミュニティの柔軟な変化・活性化の必要性

 地域のつながりの希薄化・孤立対策の強化

 高齢者や支援を必要とする人も含めた居場所の拡充

 居場所作り・多世代交流促進による地域幸福度の向上

 祭り等を通じた関係人口の増加と地域交流の推進

 歴史・文化・芸術・スポーツを地域資源として活用 など

＃新たな施設の整備＃デジタル化の進展＃デジタルリテラシー＃自治のまちづくり＃関係人口

＃情報モラル教育＃居場所づくり＃孤独・孤立対策＃多世代交流＃地域幸福度（Well-Being）指標

＃部活動の地域展開

点検報告書本編Ｐ.９



＜点検結果のポイント＞

 多文化共生の実現と地域での交流促進

 外国籍住民に対する支援・外国人労働者増への対応

 対話等による異文化への相互理解の推進

 ジェンダー平等や性の多様性を尊重する地域社会の構築

 SNSなどの情報リテラシー向上の必要性 など

＃多文化共生＃対話＃文化的背景の相互理解＃ニューカマーの急増＃固定的役割分担意識の解消

＃ジェンダー平等＃性の多様性#女性活躍・男女共同参画の重点方針（女性版骨太の方針）

# LGBT理解増進法

点検報告書本編Ｐ.10



＜点検結果のポイント＞

 学力以外のKPIの設定・多様な評価の検討

 生成AIによる教育環境の整備・推進

 校務のデジタル化等による教員の働き方改革

 SNSの安全利用とデジタルシチズンシップ教育の推進

 不登校の増加と個別支援体制の充実 など

＃生成AI＃教員の働き方改革＃デジタル教科書・デジタル教育＃脱デジタル＃SNS＃デジタルシチズンシップ

＃子どものSNS利用＃教育におけるKPI＃学力以外の評価＃不登校の要因分析

＃若年層におけるデジタルディバイド＃学びの多様化学校＃部活動の地域展開＃学校現場での多文化共生

点検報告書本編Ｐ.11



＜点検結果のポイント＞

 デジタル化の推進と保護者を含めたITリテラシーの向上

 孤立の解消や負担軽減など、保護者を支える子育て支援

 困難を抱える子ども・若者の支援

 子ども食堂等による居場所の確保・多世代交流

 若者支援とユース活動の推進 など
＃子育て環境の変化＃核家族化＃ワンオペ育児＃ITリテラシー＃子どものSNS利用＃子ども食堂＃高齢者食堂

＃見えない貧困＃居場所作り＃ユースワーク#児童相談所の設置＃若者の参画と意見聴取

点検報告書本編Ｐ.12



＜点検結果のポイント＞

 退職世代の知見を活かした役割創出

 孤独・孤立への世代横断的支援の推進

 福祉と地域コミュニティの連携強化

 高齢者の地域への参加による世代間交流の促進

 ケアラーを支える仕組みの整備

 自分ごととして関わり、支え合う福祉 など
#地域の担い手#孤独・孤立防止#社会資源情報発信#社協と福祉の連携#役割分担#認知症＃共生社会

点検報告書本編Ｐ.13



＜点検結果のポイント＞

 障害者を社会の担い手として包摂

 障害特性に応じた多様な職種への就労機会の創出と拡大

 発達障害の理解促進のための学びの場や交流機会の充実

 親と子ども双方の支援推進

 バリアフリー・アクセシビリティの向上

 障害者が働きやすく暮らしやすい環境づくり など
＃包摂社会＃多様な就労＃医ケア児＃職場改善＃発達障害への理解＃親子支援＃多言語情報発信

＃バリアフリー＃合理的配慮＃放デイ利用者増

点検報告書本編Ｐ.14



＜点検結果のポイント＞

 定年後の社会参加と生きがいづくり

 高齢者の移動支援と外出促進

 終活・死後支援の体制整備

 認知症予防につながる地域活動支援

 介護人材の確保と定着を支える施策

 高齢者の就労継続を支える柔軟な制度 など
＃就労支援＃生きがいづくり＃移動支援＃終活支援＃認知症予防＃在宅支援＃見守り支援＃介護人材育成

＃在宅支援

点検報告書本編Ｐ.15



＜点検結果のポイント＞

 地域スポーツクラブと健康づくりの連動

 企業の健康経営と従業員健康支援推進

 健康寿命の延伸と社会参加継続

 がん検診受診率の向上の仕組みづくり

 スマホ・SNS利用等による心身の健康課題

 地域参加促進による孤立防止と見守り など
＃医療・介護連携＃健康経営＃健康寿命＃高齢社員支援＃検診受診率向上＃SNS心の健康＃孤立・孤独防止

＃動物愛護＃医療機関の多言語化

点検報告書本編Ｐ.16



③点検報告書「施策９〜行政運営３」
（点検報告書本編 P.17~P.26）
（総合計画 P.62~P.80）
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＜点検結果のポイント＞

 デジタル化の進展と犯罪・消費者トラブルの多様化

 世代ごとの課題に応じたデジタルリテラシーの向上

 超高齢社会や新たなモビリティ拡大に対応した交通安全対策

 自転車の安全利用と都市魅力の向上

 公共空間の安全にとどまらない生活全般の安全確保へ

 犯罪・詐欺被害の予防対策 など

＃刑法犯認知件数の増加＃交通反則通告制度（青切符制度）の導入＃ながらスマホ＃ヘルメット努力義務化＃公共交通と
の接続＃闇バイト＃SNS型投資詐欺＃孤立対策

点検報告書本編Ｐ.17



＜点検結果のポイント＞

 南海トラフ地震被害軽減のための備えの充実

 新型コロナウイルス感染症の教訓を踏まえた救急・防災体制

 地域振興体制を活かした地域防災力の強化

 福祉避難所も含めた長期化する避難所生活環境の充実

 関心の薄い層を自然に巻き込む防災教育・啓発の工夫

 消防団の全国的な減少や今後の役割の検討 など

＃広域避難体制＃コロナ禍の教訓＃令和6年災害対策基本法の改正＃救急利用件数の増加＃地域の担い手の減少や高齢化
＃住民ニーズの多様化＃情報発信の多様化＃国土強靭化

点検報告書本編Ｐ.18



＜点検結果のポイント＞
 高齢者・障害者・外国人の雇用促進／女性の働きやすい環境
づくり

 コロナ禍による経済への打撃・持続可能な事業経営

 人手不足や物価高騰を背景とした自動化やDXの推進

 地域経済と雇用の好循環、企業が活躍しやすい環境づくり

 活発な情報共有をベースとしたイノベーション環境の形成

 エリアの魅力を活かした観光地域づくり など

＃人材不足＃物価高騰＃自動化＃DX＃事業継続＃エコノミックガーデニング＃営農支援＃労働生産性の向上＃リ・スキ
リング＃シェアリングエコノミーの拡大

点検報告書本編Ｐ.19



＜点検結果のポイント＞

 日常生活でのプラごみ削減に向けた現状分析や対策

 ネイチャーポジティブに向けた自然共生サイトの拡充

 コミュニティベースの環境活動・啓発の重要性

 環境活動への関わり方の変化・ビジネス志向の高まり

 GXやサーキュラーエコノミーの推進による環境負荷軽減と

持続可能な経済成長の推進

 環境保全と経済活性化の両立を目指す取組 など

＃プラごみ削減＃30by30＃OECM＃コミュニティベースの環境活動＃GX＃サーキュラーエコノミー＃食品ロス
＃エシカル消費＃尼崎版グリーンニューディール＃環境モデル都市

点検報告書本編Ｐ.20



＜点検結果のポイント＞

 優先順位をつけた都市環境整備の方針

 公共空間の活用の可能性と魅力的なまちづくり

 空き家対策などの着実な取組の継続

 インフラの維持管理と老朽化対策

 空き家活用・リノベーションの推進

 地域住民の協働参画による管理運営 など

＃エリアブランディング＃ウォーカブルなまちづくり＃官民連携のまちづくり＃まちづくりGX＃グリーンインフラ
＃都市のスポンジ化＃プレイスメイキング＃コミュニティベンチ

点検報告書本編Ｐ.21



＜点検結果のポイント＞

 市民・民間による行政データの活用とアクセシビリティ向上

 情報共有とセキュリティの両立

 行政データの可視化の促進

 行政情報の発信と意見聴取の推進

 まちの魅力向上と転入増加傾向

 EBPM推進とデータ活用による施策の評価 など
＃オープンデータ＃複合施設における情報共有＃行政ダッシュボード＃教育ダッシュボード

＃行政データへのアクセシビリティ＃シティプロモーション＃EBPM

点検報告書本編Ｐ.22
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＜点検結果のポイント＞

 多様な働き方と適性に応じた活動の支援

 公務員の副業と社会貢献活動推進

 市民と行政が対等に協働する関係の構築

 指定管理者制度や市民提案制度の質の向上 など

＃公務員の副業＃パラレルキャリア＃市民と行政のパートナーシップ＃地域の担い手不足

点検報告書本編Ｐ.23



＜点検結果のポイント＞

 多様な人材が参画できる採用の仕組み

 採用後のキャリア形成と職場環境改善

 ゼネラリストとスペシャリストのバランスの良い育成

 希望部署への応援制度の推進と専門性支援

 専門性と柔軟性を兼ね備えた人材育成 など

＃多様な採用＃キャリア形成＃外国人登用＃ゼネラリストとスペシャリスト＃ばいたり値ぃ枠

＃キャリアパスモデル形成

点検報告書本編Ｐ.24



＜点検結果のポイント＞

 DXの推進と業務効率化の課題解決

 生成AI活用と職員リテラシー向上

 全職員デジタルスキル研修の体系化

 デジタル化に対応した行政体制の構築

 情報セキュリティの強化 など

＃DX推進＃業務効率化＃生成AI＃リテラシー向上＃情報セキュリティ強化

点検報告書本編Ｐ.25



＜点検結果のポイント＞

 効率的・効果的な行財政運営

 公共施設の複合化と公民連携の推進

 複合施設での協働強化と業務効率化

 安定した財政運営と将来負担の適切管理 など

＃公共施設複合化＃公民連携＃業務効率化＃協働強化

点検報告書本編Ｐ.26



④点検報告書「施策体系〜市の総括」
（点検報告書本編 P.27~P.32）
（総合計画 P.36~P.37、他）
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＜点検結果のポイント＞
 福祉施策の統合により、他自治体では評価や運用が難しくなった事例がある
 障害者支援と高齢者支援は、重なり合う部分があり、そこをどのような考え方で整理

するかが課題
 単一の分野に属するものではなく、課題ごとに適切な施策への位置づけが必要
 「対象者」ではなく「何をするか」で整理できると良い
 事業の目的や内容を踏まえて「あるべき施策」へ位置づけ、同じ課が所管する事業で

も施策が分かれるという考え方に変えていくべき

＜市が考える課題＞
 施策5~7の福祉系施策は３つに分かれているが、連携視点でより効果的な

施策体系の整理が課題
 施策８の動物愛護施策は、健康・環境・生活安全などの課題がある中、施

策体系の整理が課題
 施策９の自転車施策は、都市交通・まちのモビリティ視点もある中、施策

体系の整理が課題
 施策体系は、施策評価と連動し、部局ごとに分ける方が効率的な側面もあ

る。一方で、縦割り解消・施策間連携の役割もあり、両立が課題

点検報告書本編Ｐ.27



市の総括

現状の行政評価の仕組み

現状の指標の課題

指標の検討について

デジタル化の進展とその功罪

外国籍住民の増加と多文化共生の社会づくり

施策体系について

施策１・２の位置づけについて

点検報告書本編Ｐ.28～32



全体をとおしての振り返り

41

・言い残したことがある方
・あまり発言できなかった方
・全体をとおしたご感想 など
ご意見やコメントがあれば



以 上
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